
た、N原子とCl原子がそれぞれ閉殻（電子が８個）になるよう
な共有結合のしかたを考えると－N≡N－Clとなり、⑥が正解
だと判断できます。なお、－N＋≡N－Cl－という電荷の偏りは、

Clの電気陰性度が大きいためです。化学では、知識の暗記は大
切ですが、物質の反応や構造の原理の理解も大切です。

国　語 
基礎評価型・総合評価型ともに国語の基礎的な学力を問う問題

です。現代文では、漢字や語句の問題からはじまり、さまざまな
形式で文章の論理を問います。古文では、単語・文法という基礎
中の基礎から、その基礎にもとづく読解問題が配置されています。
また、文学にかんする知識を問う問題も、大学入学後の必須知識
として出題しています。

正答率の低かった設問については、そのパーセンテージも付し
ています。あわせて参考にしてください。
基礎評価型-国語①

現代文の問題文は、東京大学の入学式や卒業式の式辞にかんす
る平易な文章です。本文中の記述を根拠として説明を求める問題
が中心です。

問一：漢字問題では同音異義語のある紛らわしい選択肢に注意
しましょう。Cの正答率が約34％で、漢字問題でもっとも低いも
のでした。「無惨」と「無残」の二つが正解の候補になりますが、

「惨」の字をふくんだ熟語は選択肢にはありません。それゆえ、
「残」の字をふくんだ選択肢①が正解になります。漢字問題は選択
式ですが、手で書いて練習するのが習得の近道です。

問二：接続詞補充問題は、段落間の関係などに注意しましょう。
問三：空欄補充問題です。「ろ」の問題の正答率は約26％、「ほ」

の問題の正答率は約33％でした。「ろ」の場合、①「優越感」と④
「免罪符」の二択となりますが、前段で指摘されている他者にたい
する想像力の限界という問題や、空欄のすぐ後の「危うさ」とい
う表現に注意すれば、空欄をふくむ「精神的〇〇」とは、しては
いけないことやできないことをすることに、もっともらしい理由
をつける内容である、と推測されるでしょう。また、「ほ」の場
合、巨大な「権力構造」を〇〇するものを選択するわけですから、
⑤「醸成」以外は不適切になります。「権力」ではなく「権力構
造」であることに注意が必要です。

問四：語句の意味を問う問題です。分からない語句が出てきた
場合、推測で済ませるのではなく、辞書などで意味を調べるよう
にしておきましょう。

問五：傍線部の内容を問う問題です。本文のなかで「想像力」
がどのように定義され、そしてその限界がどのように述べられて
いるのかに注意しましょう。

問六：傍線部の内容を問う問題です。「教育の本質の問題」につ
いては、傍線部以降の段落で述べられています。「教え授ける者」
と「学ぶ者」という関係について述べた箇所や、「知識とその使用
法に関する体系を伝達する過程の中に、価値観がしのび込んでい
る」といった内容が、問題を解くうえでのキーフレーズになりま
す。正答率は約37％でした。

問七：問題文で欠けている一文を選択肢のなかから選択する問
題です。空欄の前後の文脈を整理したうえで、選択肢の内容を考
える必要があります。空欄の前は引用文ですから、空欄に入る文
章は引用文と関連した内容になり、まず⑤が除外されます。また、
①と②も選択肢の内容が本文の内容と合致しないので除外されま
す。空欄のあとの段落では、彼ら（大学紛争当時の学生）が問い
ただした内容の本質を述べており、引用文と学生の問いの本質と
を関連づける一文が、もっとも適当なものになります。④の選択
肢の「この最後の一文」というフレーズも参考になるでしょう。
正答率は約28％でした。

問八：本文の内容と照らし合わせたうえで、「アクティブ・ラー
ニング」の問題を問う問題です。「アクティブ・ラーニング」に価
値観が忍びこんでいる可能性があるという点が、本文では指摘さ
れています。
基礎評価型-国語②

古文の問題文は、『増鏡』の「承明門院の他界」と「後嵯峨上皇

の高野御幸」の一段にかんする問題です。設問はいずれも基本的
なものです。文法（品詞分解や敬語等）・単語を単体で問うばかり
でなく、それらが組みあわされた設問もありますが、基本が押さ
えられていれば難しくはないでしょう。

問一：「し」の識別は、古文読解の能力を問うための問題です。
基本的な古文の文章について、品詞分解ができるようになってお
きましょう。八種類の「し」をすべて適切に理解する必要があっ
たためか、正答率は約25％と低いものでした。

問二：敬語の対象を問う問題です。c「いたづき奉らせ給へる
に」のみ正答率がやや低く（約61％）、文法・単語の両面から考え
ることが大切です。

問三：漢字の読みかたを問う基本的な問題です。
問四：基本古語の知識を活用して現代語訳しましょう。「御なや

み」「心のどか」「心もとなし」などの単語や、「べし」「じ」の用
法に注意しましょう。

問五：傍線部の内容を問う問題です。承明門院についての内容
であること、「ことわり」の意味を理解していること、これらが必
要です。

問六：傍線部の内容を問う問題です。問題文で記載されている、後
嵯峨院・顕定・公基のエピソードを正確に読みとくことが重要です。

問七：傍線部の内容を問う問題です。傍線部の主語・目的語に
注意したうえで、文法・単語の両面からも考えましょう。

問八：傍線部の内容を問う問題です。問七と同様で、傍線部の主
語・目的語に注意したうえで、文法・単語の両面からも考えましょう。

問九：傍線部の内容を問う問題です。問題文に登場する人物の
関係性を理解していないと、正確に解くことができません。

問十：文学作品にかんする知識を問う問題です。正答率は約25％
と低いものでした。

問十一：文学作品にかんする知識を問う問題です。正答率は約
52％でした。
総合評価型-国語①

現代文の問題文は、ユダヤ人哲学者であるマルティン・ブーバー
の『我と汝』について、志慶眞文雄が書いた文章です。仏教関係
の用語があり、一見すると難解ですが、論旨じたいはシンプルで
す。設問数は多くありませんが、特に問五・問六・問七などは選
択肢と本文とを照らしあわせて丹念に読む必要があり、それなり
の解答時間を要するでしょう。

問一：同訓異字には日常から注意しておきましょう。漢字問題
は選択式ですが、手で書いて練習するのが習得の近道です。

問二：接続詞補充問題は、段落間の関係などに注意しましょう。
問三：空欄補充問題です。「い」の問題の正答率は約27％、「は」

の問題の正答率は約30％でした。「い」の場合、「かつて」を「かっ
て」と表記する場合もあることに注意が必要です。「は」の場合は、
選択肢がすべて四字熟語であり、四字熟語の知識も求められます。

問四：語句の意味を問う問題です。分からない語句が出てきた
場合、推測で済ませるのではなく、辞書などで意味を調べるよう
にしておきましょう。

問五：「依他性」「分別性」「真実性」という三つの見方につい
て、問題文でどのように定義されているのか、そして三つの見方
はどのような関係性にあるのか、この二点の理解が必要です。難
解な仏教用語ではありますが、問題文ではていねいな説明があり
ます。正答率は約37％でした。

問六：傍線部の内容を問う問題です。問題文で指摘されている
ブーバーの「対応語」の内容をふまえれば、正解は容易に導ける
でしょう。正答率も約89％でした。

問七：傍線部の内容を問う問題です。問六とも関連しています。
「このことば」のなかに出てくる「根源語」「単独語」「対応語」の
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内容をおさえたうえで、「このことば」がなぜ重大な意味を持つの
か、問題文に即して考えましょう。

問八：問題文の内容について、正誤を問う問題です。誤った内
容を含む選択肢を選択することに注意しましょう。

総合評価型-国語②
古文の問題文は、壬生寺の本尊の地蔵菩薩にまつわる説話であ

り、かつ中世の物語であることから、文章の長さに比べて読みや
すかったのではないでしょうか。

文法（品詞分解や敬語等）・単語を単体で問うばかりでなく、そ
れらが組みあわされた設問もあります。現代語訳問題は基本的な
語彙･文法知識を組みあわせれば解けるでしょう。

問一：文法の知識を総合的に問う問題です。動詞の一部なのか、
助動詞なのか、係助詞なのか、八種類すべて識別する必要があり
ます。１の正答率は約７％、２の正答率は約16％、３の正答率は
約49％でした。

問二：「に」の識別の問題です。八種類の「に」について、格助
詞あるいは格助詞の一部なのか、断定の助動詞なのか、連用形あ
るいは連用形の一部なのか、識別する必要があります。４の正答
率は約33％、５の正答率は約32％、６の正答率は約18％でした。

問三：語句の活用や敬語の対象を問う問題です。設問のうち、
９の正答率が約24％ともっとも低いものでした。

問四：語句が指し示している内容を問う問題です。文脈をきち

んと把握する必要があります。甲の正答率は約27％、丙の正答率
は約30％でした。

問五：語句の意味を問う問題です。学習用古語辞典に基本古語
として掲載されている語ですので、きちんと理解しておきましょ
う。

問六：漢文の読みかたと関連づけた問題です。漢文についての
文法知識（ここでは再読文字や否定）が必要です。

問七：「たべかし」の「た」に当てられる漢字（「賜」）を知って
いることと、その漢字の熟語についても知っていることが必要で
す。正答率は約24％でした。

問八：基本古語の知識を活用して現代語訳しましょう。「病」「お
こたる」「見えければ」の意味に注意しましょう。

問九：傍線部の内容を問う問題です。傍線部の主語・目的語に
注意したうえで、文法・単語の両面からも考えましょう。

問十：傍線部の内容を問う問題です。問題文全体の内容を理解
していることが求められます。

問十一：「半時」がどの程度の時間に相当するのかを問う問題で
す。古文の時代と現代とでは多くの面で価値観が異なります。時
間の基準もその一つです。語句を文字どおりに感覚的に理解する
のではなく、当時の文脈で理解することが大切です。正答率は約
32％でした。

問十二：狂言にかんする知識を問う問題です。（１）の正答率は
約36％、（２）の正答率は約61％でした。

音楽実技 
教育学科の音楽重視型では、音楽実技による選考が行われまし

た。課題曲（ピアノ）では、楽譜を正しく理解し、基礎的なテク
ニックと適切な表現力が備わっているかを判断しました。

自由曲では、各自が選択した弾き歌い・ピアノ・声楽・管楽器
の演奏を通して、それぞれの分野に必要な読譜力、演奏技術、表
現力が備わっているかを判断しました。
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公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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●●科国語 ●●評価型国語 〔総合評価型〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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●●科国語 ●●評価型国語 〔総合評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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●●科国語 ●●評価型国語 〔総合評価型〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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●●科国語 ●●評価型国語 〔総合評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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